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「環境空間情報に関する自主研究」―平成 13年度の受講者の研究課題 
 
① 受音点の高さ（階数）と騒音の大きさとの関係に関する研究 
② 万歩計による工学部 14号館からの都内地下鉄トリップ調査 
③ 道路網を考慮した橋における負荷に関する研究 
④ オープンエア施設の立地と分類～青山・表参道エリアのオープンエア・カフェ・レストランを事例に～ 
⑤ 異なる衛星データによる東京都心の植生の経年変化 
⑥ 主観的に認識している時間～調査票調査と PHSの比較～ 
⑦ 自転車走行の GPSを用いた実態調査に関する研究～経路選択を考慮して～ 
⑧ バス停の設備とバス待ち行動～電車との比較を通して～ 
⑨ 都市交通計画における住民参加の範囲に関する研究～環境影響範囲について～ 
⑩ 自動車利用における燃料消費と結果および計算式の考察 
⑪ 柏交通ゲーム 
⑫ 携帯電話と活動の関係 
⑬ K+Rと公共交通との手段選択における世帯便益の分析 
⑭ 歩車分離の歩道ネットワークの分析～多摩ニュータウン永山地域を例として～ 
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① 
研究結果－工学部から各駅への歩数と所要
時間

１２０５歩／１０分 ８０６歩／７分

１２２７歩／１１分

本郷三丁目駅

工学部14号館

東大前駅

根津駅

５６歩／３０秒

８０歩／４５秒

３１０歩／３分

8.ドルチェマリリッサ8.ドルチェマリリッサ8.ドルチェマリリッサ8.ドルチェマリリッサ8.ドルチェマリリッサ8.ドルチェマリリッサ8.ドルチェマリリッサ8.ドルチェマリリッサ8.ドルチェマリリッサ

7.ヨックモック7.ヨックモック7.ヨックモック7.ヨックモック7.ヨックモック7.ヨックモック7.ヨックモック7.ヨックモック7.ヨックモック

10.キルフェボン10.キルフェボン10.キルフェボン10.キルフェボン10.キルフェボン10.キルフェボン10.キルフェボン10.キルフェボン10.キルフェボン

2.カフェ アニヴェルセル2.カフェ アニヴェルセル2.カフェ アニヴェルセル2.カフェ アニヴェルセル2.カフェ アニヴェルセル2.カフェ アニヴェルセル2.カフェ アニヴェルセル2.カフェ アニヴェルセル2.カフェ アニヴェルセル

3.カフェマスターワークス3.カフェマスターワークス3.カフェマスターワークス3.カフェマスターワークス3.カフェマスターワークス3.カフェマスターワークス3.カフェマスターワークス3.カフェマスターワークス3.カフェマスターワークス

9.カフェデジェノワーズアオヤマ9.カフェデジェノワーズアオヤマ9.カフェデジェノワーズアオヤマ9.カフェデジェノワーズアオヤマ9.カフェデジェノワーズアオヤマ9.カフェデジェノワーズアオヤマ9.カフェデジェノワーズアオヤマ9.カフェデジェノワーズアオヤマ9.カフェデジェノワーズアオヤマ

4.ドンク4.ドンク4.ドンク4.ドンク4.ドンク4.ドンク4.ドンク4.ドンク4.ドンク

5.カフェフロール5.カフェフロール5.カフェフロール5.カフェフロール5.カフェフロール5.カフェフロール5.カフェフロール5.カフェフロール5.カフェフロール

1.マクドナルド1.マクドナルド1.マクドナルド1.マクドナルド1.マクドナルド1.マクドナルド1.マクドナルド1.マクドナルド1.マクドナルド

16.フレンチクオーター16.フレンチクオーター16.フレンチクオーター16.フレンチクオーター16.フレンチクオーター16.フレンチクオーター16.フレンチクオーター16.フレンチクオーター16.フレンチクオーター

11.アンカフェ11.アンカフェ11.アンカフェ11.アンカフェ11.アンカフェ11.アンカフェ11.アンカフェ11.アンカフェ11.アンカフェ

6.ラスチカス6.ラスチカス6.ラスチカス6.ラスチカス6.ラスチカス6.ラスチカス6.ラスチカス6.ラスチカス6.ラスチカス

15.バンブー15.バンブー15.バンブー15.バンブー15.バンブー15.バンブー15.バンブー15.バンブー15.バンブー

18.カフェ・ラ・ボエム18.カフェ・ラ・ボエム18.カフェ・ラ・ボエム18.カフェ・ラ・ボエム18.カフェ・ラ・ボエム18.カフェ・ラ・ボエム18.カフェ・ラ・ボエム18.カフェ・ラ・ボエム18.カフェ・ラ・ボエム

14.スターバックス14.スターバックス14.スターバックス14.スターバックス14.スターバックス14.スターバックス14.スターバックス14.スターバックス14.スターバックス

13.イッツ　デモ　カフェ13.イッツ　デモ　カフェ13.イッツ　デモ　カフェ13.イッツ　デモ　カフェ13.イッツ　デモ　カフェ13.イッツ　デモ　カフェ13.イッツ　デモ　カフェ13.イッツ　デモ　カフェ13.イッツ　デモ　カフェ

17.ベーカリーカフェ63217.ベーカリーカフェ63217.ベーカリーカフェ63217.ベーカリーカフェ63217.ベーカリーカフェ63217.ベーカリーカフェ63217.ベーカリーカフェ63217.ベーカリーカフェ63217.ベーカリーカフェ632

12.オーバカナル12.オーバカナル12.オーバカナル12.オーバカナル12.オーバカナル12.オーバカナル12.オーバカナル12.オーバカナル12.オーバカナル
19.ゴーゴーカフェ19.ゴーゴーカフェ19.ゴーゴーカフェ19.ゴーゴーカフェ19.ゴーゴーカフェ19.ゴーゴーカフェ19.ゴーゴーカフェ19.ゴーゴーカフェ19.ゴーゴーカフェ

原宿駅原宿駅原宿駅原宿駅原宿駅原宿駅原宿駅原宿駅原宿駅

地下鉄表参道駅地下鉄表参道駅地下鉄表参道駅地下鉄表参道駅地下鉄表参道駅地下鉄表参道駅地下鉄表参道駅地下鉄表参道駅地下鉄表参道駅

同潤会アパート同潤会アパート同潤会アパート同潤会アパート同潤会アパート同潤会アパート同潤会アパート同潤会アパート同潤会アパート

紀ノ国屋紀ノ国屋紀ノ国屋紀ノ国屋紀ノ国屋紀ノ国屋紀ノ国屋紀ノ国屋紀ノ国屋

研究結果　　　　　オープンカフェの分布図
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結果
LANDSATによるNDVI経年変化

図4．LANDSATによるNDVI経年変化

LANDSATによる
東京都心の９地点のNDVIの経年変化
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図5．LANDSATによるNDVI経年変化
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加速

速度

時間

トリップ長と時間､速度､加速項の関係トリップ長と時間､速度､加速項の関係

標高差

15m

3m

5m

11m
ルート①（車道）

　　　　②（歩道）

ルート③

ルート④

乗り物を待つ30分間に観察された行動
　　■は乗り物が到着した時間
　　赤字は「利用可能な設備」を使った行動

調査開始
　　　0：00

電車

バス

会話　
うちわ
ベンチ
トイレ　
うろうろ

時刻表
うちわ
ベンチ
雑誌　
読書　
トイレ　
うろうろ

会話
雑誌
メモ

ベンチ　
雑誌　　　
読書　　　
トイレ　　
冷水器　
子供　　　
携帯電話

時刻表　
ベンチ　
うちわ　　
雑誌　　
読書　　
トイレ　　
冷水器　
子供

ベンチ　
雑誌　　　
読書　　　
うろうろ　
携帯電話

会話　　　　時刻表　　
ベンチ　　　うちわ　　　
雑誌　　　　ゴミ捨て

会話
喫煙

調査終了
0：30(min)　　0：10 　　0：20

“活動の種類”による誤差の相異

0 5 10 15 20

テレビ

身支度

散歩

買い物

立ち読み

休息

移動

昼食

軽食

趣味

勉強

夕食

授業

仕事
仕事

授業

勉強

食事

移動

休息

買い物

散歩

テレビ

誤差小

誤差大

（分析）

環境影響範囲（NO２）

世田谷区

三鷹市 杉並区

1％の範囲（71.5m）

10％の範囲（13.5m）
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考察２-２
（携帯が活動に影響した割合）

実測度数
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携帯使用回数に対する活動に影響した使
用回数の占める割合（％）

人

携帯が鳴ったからといって、
いつも活動に影響が出るわけではない。

多くの人は２回使ってそのうち１回が活動に影響するかしないか。

ツールの利用

永山地域の歩道ネットワ－ク
　・歩道ネットワ－ク（青線）
　・歩道距離（黒線）
　・直線距離（赤線）

　　　　　　　　　　　　　　　　　分析

点C：貝取団地へ

点D：タウンハウス永山へ

点A：永山駅

点F：諏訪団地へ

点E：永山団地の奥へ

点B：永山団地の中心部

バス（片道２００円）

頻度：３０～４０分毎

終バス：１９時台

自動車

経路１：　２．９ｋｍ

所要時間が比較的一定

経路２：　２．５ｋｍ

所要時間変動が激しい

徒歩（片道約３０分）

⑪ ⑫ 
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⑭ 


